
 

 

 

 

 

緊急： 液体ヘリウムの節約利用と回収率向上についてのお願い 

－米国のヘリウム輸出削減への対応－ 
 

新聞紙上（9 月 7 日付け日経新聞等）の発表からもうご存知の方もいらっしゃるかとは思い

ますが、アメリカのヘリウムガス田における設備のトラブルおよびその修繕の理由により、

10 月より日本向けヘリウムの輸出が本格的に削減されることとなりました（日本ではヘリ

ウムの供給をほぼ 100％アメリカからの輸入にたよっています：添付記事参照）。これに伴

い東北大学においても今月より年末までの期間ヘリウムの購入に制限がかかることが納入

業者より通知されました。 

 

東北大学極低温科学センターでは各研究室で使用した液体ヘリウムの蒸発ガスを回収し再

液化しており、この購入制限により直ちに各研究室へのヘリウム供給が止まることはあり

ません。しかしながら回収率が 100％でないため、徐々に手持ちのヘリウムガス総量が減少

し、年末までにすべての学内需要に答えられなくなる可能性もでてきました。つきまして

は液体ヘリウム利用の節約と回収率の向上にご協力をお願いする次第です。 

 

特にヘリウムガス回収率が低下すると、学内のヘリウム総量が枯渇し、結果として安定供

給が困難になる（低温の実験が出来なくなる）ことが懸念されます。回収率が低下してい

る部局も多々みられます。そのような部局（又は研究室）におきましてはその原因解明お

よび対策（パイプラインや実験装置の漏れ等の問題がある場合はそれらの修繕、技術的問

題の場合は液体ヘリウム使用方法の指導といった措置等）をお願いします。 

 

 

この件に関する問い合わせ先 

青葉山地区 青木（内 6476）aokih@mail.clts.tohoku.ac.jp 

片平地区 野島（内 2167）nojima@imr.tohoku.ac.jp 

 

 

 

 

 

東北大学極低温科学センターだより 号外 

2007 年 9 月 13 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

日本経済新聞 

2007 年 9 月 7 日 一面記事 


